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哲
醗
研
究
　
　
第
鶴
十
剛
號

感
畳
の
強
度
に
關
す
る
疑
義

二
二

楢
崎
淺
太
郎

闘

　
ゲ
ン
ト
を
始
め
多
く
の
實
験
心
理
學
者
は
威
畳
に
性
質
と
強
度
の
二
つ
の
根
本
的
限
定
性
を

認
め
て
、
純
紳
の
心
的
歌
態
に
量
的
差
溺
を
許
し
て
居
る
。
併
し
翼
に
感
畳
が
質
と
量
と
の
雨
面

か
ら
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
若
し
威
豊
が
こ
の
警
語
か
ら
見
ら
れ
得
る
と
「
せ
ぱ
、
心
理
學
的

に
は
そ
は
虚
言
な
る
心
的
特
徴
に
基
い
て
居
る
の
で
あ
る
か
。
若
し
叉
爾
面
か
ら
見
ら
れ
得
猿

い
と
す
る
孜
ら
ば
、
二
二
認
あ
て
意
欲
強
度
と
は
、
如
何
な
る
性
質
の
込
の
で
あ
っ
た
か
、
か
、
る

強
度
は
、
心
理
學
の
研
究
上
に
如
何
な
る
敷
藁
の
あ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
或
は
こ
は
心
理
學
か

ら
全
然
排
除
す
べ
き
竜
の
で
あ
ら
う
か
、
或
は
其
の
意
義
を
鍵
更
し
て
、
心
理
學
の
内
に
保
存
し
て

置
く
方
が
便
利
で
あ
ら
う
か
。
此
等
三
、
四
、
の
問
題
に
開
す
る
從
家
の
二
者
の
見
解
を
経
と
し
て
、

少
し
く
趨
分
の
考
察
し
差
≧
と
を
述
べ
て
、
識
者
の
御
批
正
を
受
け
π
い
。

　
錦
竜
心
理
學
が
心
的
現
象
の
質
的
研
究
の
外
に
、
量
蘭
問
題
を
有
す
る
に
至
つ
π
の
は
、
ヘ
ル
パ



8鶴

潤
昏
以
後
の
乙
と
で
あ
る
。
　
へ
μ
漣
〃
塾
以
前
の
，
心
理
學
は
、
未
だ
形
町
上
學
か
ら
猫
称
し
て
居

な
か
つ
π
爲
あ
、
心
理
學
は
純
粋
に
質
的
観
察
に
の
み
限
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
臓
竜
の
と
一
般
に

権…

ｺ
♪
り
れ
て
居
瓶
κ
。
然
る
に
ヘ
ル
パ
押
｝
は
之
に
一
等
列
揃
k
K
反
撃
し
、
心
価
学
内
一
丸
は
凶
¢
尊
灘
。
聴
置
く
Φ
Ω
麹
α
o
α
む
Q
Φ

で
あ
う
得
る
と
主
張
し
、
観
念
の
強
度
（
撃
鷺
（
Φ
①
陣
舅
く
。
湊
蓮
綴
り
σ
Q
）
な
る
雪
形
雪
上
學
的
概
念
を
詮

賜
心
理
學
の
根
本
蝦
定
と
し
だ
。
　
フ
．
エ
ヒ
ネ
ル
は
へ
〃
バ
ル
ト
よ
ウ
得
π
る
乙
の
観
念
の
強
度

上
學
念
を
心
理
學
の
墨
筆
か
ら
腿
解
し
、
精
瀞
物
理
學
の
内
容
を
炭
す
所
の
心
身
の
麗
係
の
形
次

の
概
的
問
題
の
研
究
に
利
用
し
、
へ
μ
バ
ル
塾
の
概
念
の
強
度
を
、
威
壁
の
張
度
（
ω
裁
熱
Φ
伽
霧
国
躇
忌
昌
曾

茜
）
に
置
き
換
へ
、
勝
つ
其
の
張
度
を
は
、
該
威
畳
を
生
拝
せ
し
め
だ
る
刺
戟
の
強
度
の
測
定
に
よ
っ

て
、
測
定
せ
ん
と
し
疫
こ
と
は
、
食
し
竜
熟
知
の
事
柄
で
あ
る
。
而
し
て
ウ
典
霧
ぺ
P
の
法
劉
が
ク
ェ

総
ネ
ア
の
法
則
に
磯
越
し
得
る
た
め
に
は
、
威
畳
の
一
般
の
測
定
可
能
を
薗
提
と
し
、
乙
の
前
提
は

平
門
畳
は
U
般
に
量
と
し
て
取
扱
ぴ
得
る
竜
の
な
る
≧
と
を
豫
早
し
て
居
る
。
　
フ
皿
ヒ
ネ
μ
の

之
の
戴
畳
の
強
度
な
る
概
念
は
、
フ
ェ
「
ヒ
ネ
ル
以
後
今
日
ま
で
の
多
く
の
實
験
心
理
學
者
の
好
ん

で
用
ひ
る
所
と
猿
っ
て
居
る
。
　
然
ら
ば
威
畳
は
姶
何
纏
る
見
地
に
於
て
、
如
何
な
る
特
徴
に
基
き
、

如
何
に
し
て
量
と
港
へ
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
が
ン
ト
は
こ
の
量
的
概
念
を
、
戴
麗
、
威
情
、
疇
間
観
念
、
塞
闘
観
念
、
情
絡
、
意
志
過
程
に
嚢
で
適
用
し

　
　
　
　
感
難
⑳
強
騰
κ
鋼
す
番
疑
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
蕊
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暫
漿
研
究
　
　
鑛
鴎
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
闘

て
居
る
。
そ
し
て
其
の
理
由
と
す
る
所
は
．
が
ン
き
に
よ
れ
ば
、
精
沸
現
象
は
景
的
に
獲
化
し
得
る

構
造
を
有
す
る
性
質
黄
落
態
β
陰
言
馨
貯
Φ
賦
器
浄
9
、
鼠
Φ
ぐ
。
び
筆
録
蓉
客
貯
奉
M
麟
監
Φ
島
呂
窪
切
認
。
｝
多
漉
冨
｝
芭
ε

な
る
が
故
で
あ
る
（
↓
慨
二
五
頁
）
。
け
れ
ど
竜
量
的
に
鍵
化
し
得
る
質
的
歌
態
と
は
如
何
な
る
こ
と
で

あ
ら
う
か
。
　
ゲ
ン
塾
は
ぬ
毒
葬
彗
と
£
§
p
捧
簿
と
は
、
経
験
に
於
て
は
分
離
す
る
こ
と
の
出
來
菰
い

竜
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
軍
な
る
抽
象
に
響
く
論
理
的
分
離
へ
δ
σ
q
固
・
・
昌
Φ
こ
Q
O
鼠
Φ
着
茜
）
で
あ
る
。
　
夫
故

に
こ
の
爾
懸
念
は
寓
◎
野
鳥
二
幅
喚
魚
湊
な
り
と
し
て
居
る
（
↓
五
二
颪
頁
％
　
換
言
せ
ば
、
乙
の
概
念
は
ヴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

ト
に
よ
れ
ば
、
心
的
要
素
の
二
大
限
定
性
（
ヒ
づ
寒
け
貯
諺
諺
σ
⇔
婁
旧
事
Φ
）
で
あ
る
。
　
≧
の
性
質
な
る
限
定
性
に

よ
っ
て
、
種
々
の
精
聯
要
素
を
瓦
に
匿
甥
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
て
ヴ
ン
㍗
は
、
乙
の
糟
紳

の
一
定
の
質
的
獣
態
は
、
郷
里
に
一
定
の
強
度
を
有
し
、
同
質
の
精
…
聯
要
素
は
強
度
の
種
々
な
る
程

度
を
・
有
し
、
最
弱
の
土
合
か
ら
弱
、
強
、
堅
強
を
経
て
最
強
に
ま
で
…
璽
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
へ

て
居
る
（
「
二
三
六
頁
）
。

　
ヴ
ン
ト
が
精
停
電
要
素
の
差
異
の
限
定
牲
を
ゆ
奏
憂
欝
と
し
尤
こ
と
に
つ
き
て
は
、
何
人
竜
異

論
は
な
い
、
　
本
來
精
聯
的
要
素
と
は
、
差
異
的
見
地
か
ら
心
理
學
的
分
析
を
何
程
ま
で
竜
進
め
て

行
つ
で
、
趣
に
其
の
最
後
に
得
判
る
結
果
で
あ
っ
て
、
各
蛍
雪
的
要
素
が
埋
立
の
地
位
を
保
ち
得
る

は
、
要
素
良
身
が
他
の
要
素
と
異
る
實
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
邸
差
異
を
本
質
と
し
て
寅
ら
慮



己
を
現
實
酌
に
維
持
し
て
居
る
。
　
央
故
に
精
髄
的
要
素
に
差
異
の
限
定
性
の
存
す
る
・
と
は
．
精
藤

的
要
素
本
來
の
面
目
で
あ
る
。
　
ゲ
ン
ト
は
精
騨
的
要
素
の
こ
の
性
質
が
、
一
定
不
墾
で
あ
づ
得
る

乙
と
を
豫
平
し
へ
鋤
一
七
九
頁
、
こ
の
一
定
不
憂
の
性
質
が
更
に
他
の
限
定
性
に
よ
参
℃
鍵
化
す
る
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
マ

と
を
認
め
、
こ
の
第
二
の
限
定
性
を
強
度
（
彦
琶
邑
藝
）
と
名
け
て
居
る
。
夫
故
に
誌
面
と
は
礎
化
し

な
い
と
思
考
せ
ら
れ
π
過
程
に
、
牲
質
と
は
異
る
種
類
の
影
面
を
生
ぜ
し
む
る
限
定
性
で
あ
る
、

（回

驕
B
髪
凶
野
暮
薦
影
倉
Φ
融
Φ
。
Q
Q
霜
曇
註
く
毒
虫
鼠
監
一
早
臥
㈹
Φ
舞
。
窯
曾
く
。
お
蟄
切
σ
々
。
。
）
（
判
一
七
九
頁
）
。
、
帥
ち
ジ
ン
き
は
同

｝
性
質
申
に
、
差
異
を
認
め
、
之
を
強
度
と
名
け
て
居
る
。
　
そ
し
て
こ
の
強
度
の
差
異
は
、
同
嚇
牲
質

内
に
於
て
段
階
駿
へ
α
引
導
負
羅
O
溶
Φ
）
に
起
る
竜
の
と
し
、
之
を
ヴ
ン
｝
は
　
毒
断
O
囲
暮
Φ
塁
騨
簿
琶
二
歳
O
ぼ
Φ
山
④
と

名
け
、
之
を
塞
問
的
に
一
延
長
（
o
宮
σ
⇔
霧
銭
亀
諮
＄
図
。
客
鐵
鐸
5
筐
）
に
て
示
し
て
居
る
（
笥
三
七
頁
）
。

sc

＄釘

　
ヴ
ン
ト
は
光
度
威
畳
の
薬
統
は
他
の
言
説
の
系
統
と
異
っ
て
、
質
の
礎
化
と
強
度
の
墾
化
と
は

離
す
べ
か
ら
ざ
る
二
品
に
あ
ウ
、
爾
叢
話
は
互
に
相
並
行
し
、
絶
封
的
に
一
延
長
な
φ
と
考
へ
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
へ

系
列
の
最
下
級
は
質
か
ら
見
る
と
黒
で
あ
っ
て
，
強
度
か
ら
見
る
と
微
賜
で
あ
う
、
其
の
最
高
級
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ

質
か
ら
見
る
と
臼
で
あ
っ
て
、
強
度
か
ら
見
る
と
強
大
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
（
〇
六
八
買
）
。
　
ζ
の
光

　
　
　
　
感
櫨
〃
の
強
癒
一
に
繍
す
る
疑
毅
F
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋圃

蛛
A



g4s

　
　
　
　
哲
灘
欝
兜
　
簗
闘
争
繍
，
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
ハ

度
聖
母
に
於
て
、
融
と
黒
と
を
質
の
相
違
ど
見
る
識
に
曾
て
は
勿
論
何
入
込
異
論
は
あ
る
ま
い
。

け
れ
ど
竜
共
の
黒
が
強
度
か
ら
見
る
と
微
賜
で
あ
ウ
、
臼
は
彊
大
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
如
何
な

。
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。

　
強
度
か
ら
見
る
と
黒
は
徴
弱
で
あ
っ
て
，
白
は
張
型
で
あ
る
と
、
心
理
學
的
に
云
は
る
＼
が
差
め

に
は
、
か
㌧
る
知
畳
或
は
か
湿
る
剣
噺
の
墓
礎
た
る
何
等
か
の
心
的
膿
験
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
心
的
膿
駿
は
何
で
あ
ら
う
か
。
余
の
知
る
限
ム
で
は
、
ヴ
ン
ト
は
之
に
つ
き
て
は
、
明
か
な
記

蓮
を
興
へ
て
居
な
い
様
で
あ
る
。
　
叉
他
の
多
く
の
實
験
心
理
學
者
竜
、
之
に
つ
き
て
は
明
か
な
る

説
明
を
し
て
居
な
い
、
殆
ん
ど
自
明
の
翼
理
な
る
が
如
く
に
取
扱
っ
て
居
る
。
　
そ
し
て
、
頻
．
に
こ
の

概
念
を
使
用
し
て
居
る
。
然
ら
ば
≧
の
概
念
は
認
遽
を
興
へ
、
論
意
を
擁
ふ
る
こ
と
す
ら
要
せ
ざ

る
程
の
明
白
な
る
事
實
に
基
い
て
居
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
　
余
に
と
っ
て
は
、
心
理
學
的
に
は
こ

は
實
に
理
會
し
能
は
ざ
る
概
念
で
あ
る
。
　
こ
の
理
短
し
能
は
ぎ
る
は
、
余
の
内
的
経
、
験
に
敏
隔
あ

参
、
或
は
露
語
察
の
不
精
密
の
爲
め
で
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
。
　
故
に
余
は
こ
の
問
題
の
解
決
の
だ

め
に
．
簡
軍
な
る
實
験
的
内
観
を
試
み
て
見
応
。

　
　
　
　
　
引
　
光
畳
の
鍵
化
の
内
観
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
（

　
器
械
、
光
畳
の
麺
化
を
生
ぜ
し
む
べ
き
物
蘭
刺
戟
の
調
節
器
と
し
て
、
私
は
光
度
辮
鑓
器
（
塚
㌘



　
言
Φ
。
・
⑩
禽
皇
犀
ぎ
ぎ
⇒
電
電
馨
¢
ぎ
を
利
用
し
控
。
乙
の
器
械
を
用
ゆ
る
と
、
光
度
の
極
少
な
る
礎
化
を

　
生
ぜ
し
む
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
其
の
光
度
の
客
観
的
愛
化
の
度
の
地
較
的
の
債
竜
、
測
定
す
る
ζ

　
と
が
で
き
る
。

　
　
實
験
法
。
観
察
者
は
暗
室
に
於
て
、
光
度
辮
別
器
の
前
に
て
椅
子
に
琵
う
、
左
右
の
隈
を
し
て
正

　
し
く
光
度
辮
定
器
の
雫
蓬
朋
の
二
個
の
窓
に
相
野
立
せ
し
あ
る
。
　
澁
し
て
眼
と
ζ
の
窓
と
の
闘

　
係
を
一
定
な
ら
し
む
る
π
あ
に
、
魏
露
髄
の
頭
を
固
定
し
て
置
く
。
實
、
験
者
は
騨
鋼
器
の
上
面
に

　
あ
る
左
右
の
軸
を
、
軸
の
周
園
に
あ
る
度
盛
の
同
区
の
便
の
厨
に
置
き
、
そ
れ
よ
参
一
方
の
軸
を
少

　
し
づ
㌧
廻
韓
ぜ
し
め
て
客
魏
麟
の
光
度
を
礎
化
さ
せ
る
。
観
察
者
は
始
絡
注
意
を
緊
張
し
て
、
二

　
つ
の
窓
に
現
は
る
㌧
光
度
を
観
察
し
『
如
何
な
る
油
化
が
起
る
か
を
内
観
す
る
。

　
　
今
二
馬
験
魚
心
が
左
右
の
軸
を
度
盛
の
同
輔
の
所
に
置
く
疇
は
、
吾
人
の
威
ず
る
光
度
威
畳
は
左
右

　
．
同
蝋
で
あ
る
。
そ
れ
よ
轟
實
験
者
が
上
の
右
軸
を
あ
る
度
だ
け
動
か
す
と
、
初
め
て
右
の
眼
の
餓

　
蝿
が
礎
っ
て
來
て
少
し
く
階
く
な
る
。
．
今
最
初
の
感
奮
を
A
と
し
、
現
に
銘
じ
居
る
威
畳
を
鴛
と

　
せ
ば
．
普
蓮
人
は
B
の
威
畳
は
A
よ
う
賜
い
と
云
っ
て
居
る
。
　
こ
の
弱
い
感
麗
と
は
、
如
何
な
る
こ

　
と
で
あ
ら
う
か
。
　
今
・
A
と
磐
と
の
威
畳
を
臨
刎
す
る
の
は
．
之
は
威
壁
の
性
質
に
よ
る
の
で
あ
る
。

㈱
　
然
る
に
こ
の
質
的
に
異
る
人
と
お
が
、
ヌ
強
度
か
ら
見
て
張
賜
の
差
あ
う
と
ぜ
ば
、
そ
は
幾
何
な
る

　
　
　
　
　
感
轟
の
張
縫
に
醗
す
嶺
羅
遜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
嵩
℃
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黄
・
攣
醗
r
究
　
　
第
鶏
噛
禰
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
八

騰
馬
に
基
い
て
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
A
が
8
よ
う
強
く
、
8
が
A
よ
ウ
麗
い
と
云
ふ
こ
と
が
、
若

し
其
の
必
読
通
う
に
云
は
る
、
な
ら
ば
、
こ
の
A
と
お
と
の
問
に
、
何
者
か
典
癒
的
の
も
の
が
愈
く

て
は
な
ら
毅
。
　
そ
し
て
一
方
を
他
に
比
較
し
得
る
控
あ
に
は
、
何
等
か
の
輩
位
が
な
く
て
は
な
●
ら

な
い
。
　
け
れ
’
ど
竜
已
に
ミ
話
ン
ス
超
ぺ
．
ア
と
の
云
ぶ
如
く
に
（
四
頁
）
今
乙
の
實
験
に
於
て
、
強
い
と

い
ム
A
の
光
畳
は
、
其
の
強
度
の
弱
い
と
云
は
る
＼
詔
の
心
意
の
集
合
で
は
な
い
。
　
強
い
威
畳
は
、

心
理
學
的
に
は
弱
い
威
逼
の
結
合
か
ら
禺
來
て
は
馬
出
い
、
寧
・
ろ
あ
る
意
味
に
於
て
、
儒
者
は
互
に

比
較
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
Φ
酔
壽
ω
σ
q
鎧
N
螺
¢
ま
砿
と
し
て
意
識
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
か
、
る

威
畳
の
物
理
的
刺
戟
π
る
光
源
に
出
て
、
之
を
客
室
的
に
見
る
な
ら
ば
、
熱
き
域
豊
の
光
源
は
賜
い

威
罷
の
光
源
の
あ
る
倍
数
に
當
っ
て
居
る
、
嫁
し
乙
の
．
倍
撒
的
温
感
は
感
魔
に
あ
る
の
で
は
な

く
て
、
客
観
的
刺
戟
相
互
の
問
に
あ
る
の
で
あ
る
。
　
故
に
純
心
理
學
酌
に
見
る
な
ら
ば
、
A
な
る
強

い
光
畳
と
8
な
る
弱
き
威
霊
と
は
、
二
つ
の
悉
く
異
る
輩
一
な
る
意
識
内
容
で
あ
る
。
吾
入
は
こ

の
爾
者
に
つ
き
、
記
者
は
論
点
に
違
っ
て
居
て
、
決
し
て
同
一
の
物
で
な
い
と
云
ふ
よ
う
外
に
言
ひ

様
が
な
い
。
若
し
こ
の
質
的
相
違
の
外
に
、
更
に
量
的
相
蓮
を
許
す
な
ら
ば
、
≧
の
量
的
相
違
は
威

畳
其
者
の
特
徴
か
ら
導
き
來
つ
π
竜
の
で
は
な
く
て
、
物
理
學
的
知
識
か
ら
、
或
は
直
音
の
意
識
内

容
の
聴
徴
か
ら
二
次
蘭
に
輸
入
し
來
9
π
竜
の
で
あ
ら
5
。
　
夫
故
か
の
の
エ
ッ
ク
メ
ネ
粥
は
、
光
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畳
の
張
度
の
概
念
は
、
威
畳
か
ら
導
き
出
し
た
思
想
で
ば
な
い
と
論
じ
て
居
る
、

　
私
は
上
畳
辮
別
器
の
前
に
座
し
、
二
種
の
最
小
差
異
光
畳
を
幾
度
か
比
較
し
内
観
し
て
見
だ
．

さ
う
し
て
内
観
を
精
密
に
す
れ
ば
す
る
程
、
思
者
の
差
は
空
々
明
か
に
な
う
、
前
に
は
同
一
と
思
つ

窟
誓
叉
差
舞
現
れ
棊
曇
欝
に
は
湘
の
債
は
奨
減
少
し
棊
漏
そ
う
し
翼

る
戚
畳
の
問
に
何
等
共
短
の
要
素
が
認
め
ら
れ
な
い
。
　
差
異
的
分
析
的
態
度
で
威
畳
に
饗
す
れ

ば
、
威
畳
は
心
々
差
異
的
特
色
を
磯
暫
し
、
共
蓮
の
要
素
は
盆
々
認
め
得
な
く
な
る
。
　
拝
撃
の
要
素

が
無
け
れ
ば
、
量
の
概
念
從
っ
て
強
度
の
概
念
論
は
限
定
性
は
旭
ム
様
が
な
い
。
前
に
述
べ
だ
如

く
、
ヴ
ン
ト
の
純
粋
強
度
の
差
異
と
は
、
同
日
の
質
と
い
ふ
一
種
の
共
通
の
要
素
に
現
は
る
㌧
第
二

の
差
異
町
触
．
別
で
あ
る
。
然
る
に
光
畳
の
最
小
獲
化
込
、
已
に
一
種
の
質
的
差
異
で
あ
る
。
威
畳

相
互
間
に
於
て
こ
の
質
的
差
異
の
外
に
、
更
に
強
度
的
差
異
の
内
的
経
験
は
、
余
の
光
畳
の
獲
化
の

實
験
的
内
壁
に
．
於
て
は
、
到
底
認
あ
得
な
か
っ
た
厨
で
あ
る
。
　
而
し
此
の
揚
合
に
於
て
も
、
余
の
内

槻
の
瓢
漏
と
映
照
に
其
の
趨
因
が
あ
る
な
ら
ば
、
余
は
こ
の
問
題
に
つ
き
て
議
論
す
る
の
資
絡
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
苦
し
叉
余
の
内
観
の
正
常
な
る
こ
と
を
許
さ
る
＼
な
ら
ば
、
上
の
如
き
立
言

を
爲
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
余
は
余
の
内
魏
の
正
常
獄
る
や
否
や
を
正
さ
ん
が
だ
め
に
、

他
の
學
者
の
内
観
の
∴
結
果
を
槍
べ
て
見
る
．

　
　
　
　
慈
蝿
の
張
、
慶
に
翻
す
葛
幾
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
九
ら
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霧
鐘
研
鑛
　
第
醗
＋
酬
號
　
　
　
　
　
，
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
δ

　
　
　
　
　
翻
　
ベ
ア
グ
ソ
ン
の
光
度
の
訳
語
の
内
観

　
余
の
知
る
限
ム
で
は
、
威
畳
の
強
度
に
つ
き
て
初
め
て
糟
密
な
る
内
観
を
試
み
π
の
は
、
ベ
ル
グ

ソ
ン
の
様
に
患
ふ
。
　
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
一
枚
の
紙
が
四
個
の
蝋
燭
に
照
さ
れ
て
居
る
の
を
順
次
に

一
つ
づ
、
浴
し
、
そ
の
際
生
ず
る
威
畳
の
慶
化
の
内
親
を
試
み
て
集
る
。
き
う
し
て
氏
が
内
学
の

事
實
を
認
蓮
し
て
、
次
の
如
く
に
遠
べ
て
居
る
。

　
入
は
か
障
る
際
の
威
畳
の
礎
化
を
光
耀
の
強
度
が
滅
じ
た
と
愚
ふ
け
れ
ど
．
こ
れ
は
光
源
に
關

す
る
懸
表
の
経
膿
か
ら
剣
噺
し
π
の
で
あ
る
、
若
し
人
が
過
去
の
認
憶
と
言
語
の
習
慣
と
か
ら

慨
然
離
れ
て
、
直
接
に
翼
に
知
畳
す
る
所
を
突
き
止
め
る
な
ら
ば
、
そ
は
光
度
の
滅
じ
た
と
云
ふ
よ

ウ
竜
寧
ろ
蝋
燭
の
溝
さ
れ
力
瞬
間
に
、
白
の
表
面
に
瞬
い
影
（
蓉
0
8
日
岡
お
傷
。
o
諺
酵
Φ
）
が
さ
し
た
と
い

ふ
方
が
遠
寄
で
あ
る
。
　
乙
の
影
は
吾
人
の
意
識
に
封
し
て
は
、
光
と
同
様
に
謬
Φ
嵐
魯
徹
で
あ
っ
て
、

光
度
の
獲
化
と
云
は
ん
よ
蚤
竜
、
寧
ろ
薪
な
る
名
望
を
與
ふ
べ
き
で
あ
る
。
吾
人
は
懸
去
の
経
験

と
、
物
理
學
の
學
説
の
影
響
を
受
け
て
、
黒
を
光
の
威
畳
の
皆
無
と
な
ら
、
或
は
少
く
も
最
小
限
に
な

つ
控
竜
の
と
考
へ
て
居
る
。
　
鎌
し
原
因
を
結
果
に
移
し
て
考
へ
た
め
、
直
接
の
印
象
を
懸
去
の
経

験
や
科
學
に
置
き
換
へ
π
う
し
な
け
れ
ば
、
自
の
光
度
の
獲
化
は
裟
碁
ま
窪
窪
験
屋
昌
富
。
・
で
は
な
く

し
て
、
寧
ろ
攣
重
職
＄
8
鎧
｝
。
屋
曾
馨
①
。
ぼ
Φ
に
比
す
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
外
界
の
原
因
は
蓮
績
的
に
獲



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ
　
ゆ
　
へ

化
す
る
け
れ
ど
竜
、
威
甕
の
鍵
化
は
非
蓮
宮
的
（
o
、
塁
ゆ
ρ
奉
富
魯
§
σ
q
Φ
臣
Φ
暮
耽
霧
一
二
器
o
o
八
丁
慧
智
β
田
富

器
慧
三
口
。
謬
る
。
彰
彫
Φ
舞
髪
・
。
塑
＄
暴
Φ
の
纂
警
醒
籠
Φ
・
）
で
あ
る
。
　
威
畳
は
新
し
き
性
質
の
磯
生
す
る
ま
で
は

愛
化
し
獄
い
。
甲
南
の
鍵
化
す
る
の
は
、
親
し
き
性
質
の
駿
生
し
π
霞
あ
で
あ
る
。
光
の
熔
化
は

盤
質
的
獲
化
旦
霧
畠
窪
㈹
Φ
B
①
β
糠
穂
奏
ま
蔭
言
）
で
あ
っ
て
、
量
要
言
化
で
は
な
い
。
　
若
し
之
を
量
的
鍵

化
と
見
℃
、
圃
は
他
よ
う
竜
四
分
麟
だ
け
弱
い
と
云
ふ
数
ら
ば
、
そ
は
威
畳
其
者
を
直
接
に
比
較
し

だ
の
で
は
な
く
て
、
麟
壁
を
喚
趨
し
π
光
源
の
比
較
か
ら
得
て
來
π
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は

心
理
學
的
で
は
癒
い
（
㈱
三
九
一
四
〇
買
）
。

回
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余
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
こ
の
深
き
内
観
に
典
鳴
す
る
竜
の
で
、
あ
る
。
　
今
私
が
、
光
度
辮
購
器
の
前
、

に
座
し
て
、
客
観
釣
光
度
の
鉱
化
に
…
封
毒
す
る
意
識
内
容
を
、
純
弊
に
内
観
す
る
と
、
光
度
の
客
概
的

便
意
が
あ
る
度
の
礎
化
を
爲
す
と
、
今
泡
の
隠
蟹
が
急
に
礎
化
し
て
新
し
い
威
麗
が
現
れ
る
。
　
而

し
て
其
の
現
れ
方
は
、
べ
膨
グ
ソ
ン
の
云
ふ
如
く
愈
聖
な
る
飛
躍
（
憩
。
磐
鐡
ぴ
讐
歌
書
豊
で
あ
う
罎
騨
巳
警
。

劇
溢
8
冨
げ
営
奉
で
あ
る
（
刈
濁
三
買
）
。
　
そ
し
て
こ
の
新
し
き
鳳
畳
と
、
其
の
直
ぐ
前
の
滅
畳
と
を
ど
ん
な
に

銘
熱
し
て
見
て
竜
、
典
通
の
要
素
を
認
あ
る
こ
と
が
で
馨
な
い
。
蘇
に
爾
磁
歪
の
牲
質
に
深
き
注

　
　
　
　
感
羅
の
強
麗
に
翻
す
為
疑
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛
二
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哲
畢
蘇
究
　
簗
欝
＋
扁
號
．
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
二
二

意
を
向
け
れ
ば
向
け
る
ほ
ど
、
莫
の
差
異
の
方
面
が
盆
々
話
し
く
な
っ
て
、
一
騒
か
け
離
れ
π
竜
の

と
な
う
各
が
更
に
深
く
自
己
の
焼
立
性
を
主
張
す
る
様
な
心
持
で
意
識
に
現
れ
て
青
る
。
西
田

博
士
が
精
聯
要
素
に
於
て
は
、
精
憩
内
容
が
そ
れ
自
身
に
よ
う
て
互
に
相
分
つ
と
動
六
七
二
買
）
と
述

べ
ち
れ
て
居
る
が
．
こ
の
意
味
は
今
余
が
遊
に
総
べ
た
様
な
心
持
を
指
示
せ
ら
れ
泥
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
然
る
に
之
と
反
勤
に
、
注
意
の
度
を
漸
次
に
賜
あ
、
其
性
質
の
特
質
を
見
過
す
如
き
態
度

邸
ち
総
合
的
態
度
を
執
る
と
、
爾
威
容
は
擾
近
し
て
來
る
。
　
け
れ
ど
竜
決
し
て
同
一
と
は
な
ら
な

い
。
矢
張
質
的
差
異
を
嚴
然
と
し
て
保
っ
て
居
る
。
若
し
同
一
と
な
っ
た
時
は
、
已
に
性
質
的
に

同
一
と
な
つ
π
時
で
あ
る
。
性
質
的
に
同
一
で
あ
っ
て
、
量
的
に
異
る
と
器
ム
ど
は
、
物
理
界
に
は

あ
う
得
る
か
も
知
ら
な
い
が
、
意
識
内
容
に
は
あ
ウ
得
な
い
檬
に
思
は
れ
る
。
　
媛
に
二
種
の
威
畳

A
及
び
お
が
あ
っ
て
、
其
爾
方
か
ら
性
質
的
な
る
根
蓮
紬
及
び
b
を
除
去
し
だ
揚
合
に
、
藁
葺
に
吾

入
の
威
ぜ
得
る
同
質
的
な
る
如
何
な
る
竜
の
が
残
る
で
あ
ら
う
か
。
　
余
は
欝
血
竜
ノ
＼
こ
の
光

畳
の
二
化
を
内
観
し
、
か
、
る
揚
合
い
か
な
る
竜
の
が
残
る
か
と
考
へ
て
見
た
。
　
け
れ
ど
竜
こ
の

揚
合
威
じ
得
る
何
者
竜
、
二
見
す
る
ど
が
で
き
な
い
。
吾
人
の
威
じ
得
る
所
の
す
べ
て
の
も
の
は
、

唾
性
質
の
差
の
み
で
あ
る
ハ
O
①
蓄
象
奮
δ
琴
Φ
信
伊
濠
ρ
げ
｛
謬
言
諺
ゆ
8
暮
8
睾
Φ
同
6
俸
。
・
亡
妻
。
墓
）
（
刈
四
八
頁
）

と
、
ベ
ル
グ
ジ
ン
は
云
っ
て
居
る
が
、
余
は
内
観
的
に
全
然
之
に
同
威
で
あ
る
。
　
ボ
ア
ス
一
顧
畳
の



張
度
の
相
違
は
、
質
的
相
違
の
特
種
の
形
式
に
外
な
ら
な
い
と
（
柑
五
六
六
聡
推
論
し
て
居
る
。

855

　
　
　
　
　
　
三

　
し
て
見
れ
ば
心
的
駅
態
に
心
理
學
的
分
析
を
施
し
て
其
の
極
限
に
達
す
る
と
賊
畳
の
質
的
歌

態
に
蓬
す
る
。
　
二
個
以
上
の
域
畳
に
若
し
差
異
が
あ
る
な
ら
ば
．
其
の
差
異
の
本
質
は
性
質
的
の

竜
の
で
あ
っ
て
、
量
的
叉
は
強
度
的
の
も
の
は
あ
う
得
な
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
吾
等
が

從
來
の
心
理
學
的
濁
断
及
び
偏
軌
を
放
拠
し
、
威
望
を
純
粋
に
内
観
す
る
と
、
す
べ
て
の
威
畳
は
す

べ
て
の
臓
畳
に
鋤
し
稠
互
に
異
質
で
あ
る
。
　
之
に
張
度
的
限
定
性
を
煎
ふ
る
」
の
除
地
は
毫
末
も

無
い
。
　
然
る
に
之
に
張
度
の
限
定
性
の
あ
る
様
に
思
は
る
㌧
の
は
、
威
畳
を
生
じ
π
る
客
観
的
刺

戟
の
強
度
を
、
威
畳
内
に
混
入
す
る
か
、
或
は
威
畳
を
客
観
的
刺
戟
に
移
し
て
考
へ
差
も
の
で
あ
る
。

ヴ
ン
㍗
が
黒
の
吟
興
は
強
度
が
賜
く
、
灰
は
申
強
で
臼
の
威
畳
は
其
の
強
度
が
最
竜
強
い
と
云
ふ

の
は
、
内
観
的
票
實
に
基
い
て
勝
つ
箆
の
で
は
な
く
、
黒
、
次
、
白
を
喚
起
し
π
客
観
的
刺
戟
の
強
度
に

つ
き
て
云
つ
だ
と
解
す
れ
ば
、
共
の
意
味
が
明
か
と
な
る
。
4
け
れ
ど
も
若
し
内
々
的
に
云
ふ
な
ら

ば
、
あ
る
意
味
に
於
て
黒
は
次
よ
う
竜
強
度
が
張
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
筆
墨
に
ベ
ル
グ

ソ
γ
の
云
ふ
如
く
、
從
來
用
び
ら
れ
た
實
験
心
理
學
者
の
所
謂
威
畳
の
強
度
は
、
威
畳
の
純
粋
な
張

　
　
　
　
蹴
聯
脳
淵
の
強
鎌
脚
に
購
㈱
す
る
疑
驚
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
滋
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哲
溺
欝
貌
　
　
鈴
鷺
乎
ふ
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
鰯

度
で
は
な
く
し
て
、
刺
軟
の
強
度
て
ふ
客
概
的
内
容
を
混
入
し
だ
竜
の
で
あ
る
。

　
碍
常
の
生
活
に
於
け
る
誓
人
の
習
慣
的
認
識
態
度
は
、
ウ
ォ
ー
ド
の
云
ふ
如
く
衝
二
八
頁
）
、
物
理

桑
畑
（
夢
㊤
喜
透
呈
）
で
あ
っ
て
心
理
學
蘭
で
は
な
い
。
　
吾
入
は
の
常
習
は
、
あ
ら
ゆ
る
竜
の
を
物
理

學
的
に
、
或
は
實
膿
的
に
理
即
せ
ん
と
試
み
る
。
　
從
っ
て
精
…
外
的
方
面
の
掘
察
に
絶
て
竜
、
外
界
世

界
の
特
徴
の
類
推
に
よ
っ
て
理
難
せ
ん
と
試
み
、
内
的
現
象
其
の
者
の
特
徴
に
深
く
留
意
し
な
い
。

曇
れ
が
威
畳
の
張
度
に
、
外
的
刺
戟
の
強
度
の
混
入
し
來
つ
π
根
本
條
件
で
あ
っ
π
。
　
さ
う
し
て

強
度
の
概
念
は
前
に
述
べ
た
如
く
、
形
而
上
學
的
下
定
の
下
に
、
へ
〃
バ
押
肇
に
よ
っ
て
、
心
理
學
に

初
め
て
轍
入
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
感
畳
の
強
度
に
外
的
刺
戟
の
強
度
を
混
入
せ
し
め
だ
竜
の

は
、
精
紳
物
理
學
者
、
生
理
黒
滝
、
並
に
愚
去
の
未
だ
純
化
せ
ら
れ
ぎ
ろ
實
験
心
理
覇
者
で
あ
っ
π
。

ウ
ォ
馨
ド
は
一
に
生
理
學
的
心
理
聖
者
（
勾
＝
八
頁
）
に
、
而
し
て
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
精
赫
物
理
學
者
に

ζ
の
罪
を
蹴
し
て
居
る
（
六
五
…
一
五
堀
頁
）
。

　
吾
入
の
習
慣
的
認
識
態
度
即
ち
常
識
的
見
地
は
、
爲
常
生
活
の
必
婁
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
云
ふ
が
如
く
、
日
常
生
活
に
於
て
は
、
外
物
は
主
観
駿
態
よ
づ
竜
我
々
に
重
要
で
あ

る
か
ら
、
外
物
及
び
其
の
鵬
性
を
過
重
し
て
、
主
観
歌
態
を
客
観
化
し
．
外
的
原
因
の
概
念
を
内
的
朕

態
に
混
入
す
る
は
、
肖
然
の
進
み
方
で
あ
る
。
　
さ
う
し
て
乙
の
顕
然
の
進
み
方
に
先
鞭
を
つ
け
π



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
や
　
へ
　
や
　
サ

も
の
が
、
純
糧
心
理
學
者
に
あ
ら
ず
し
て
、
廣
義
の
物
理
的
孜
る
形
容
詞
を
有
す
る
心
理
學
潜
で
あ

っ
π
こ
と
竜
、
當
然
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
此
等
の
學
者
は
常
識
醜
見
地
に
一
歩
を
蓬
め
だ
夢
¢

夢
ぴ
碁
巴
娼
ξ
魯
鷺
。
。
二
更
衛
℃
。
一
命
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
今
H
に
嘗
て
竜
、
爾
ほ
こ
の

見
地
は
、
心
理
面
的
問
題
の
解
決
に
面
し
て
・
藍
子
な
る
障
害
を
興
へ
っ
㌧
あ
る
。
餓
壁
か
強
度
の

概
念
が
、
唐
心
ほ
多
く
の
心
理
學
書
に
、
虚
威
を
振
っ
て
居
る
の
竜
、
乙
の
見
地
の
肯
定
せ
ら
れ
て
居

る
が
だ
め
で
あ
る
。
　
而
し
て
こ
の
見
地
は
、
常
に
常
識
を
共
母
と
し
て
互
に
握
手
し
て
居
る
か
ら
、

心
理
學
者
さ
へ
容
易
に
≧
の
見
地
か
ら
湛
る
＼
乙
と
が
で
き
な
い
。
　
け
れ
ど
画
工
輝
心
理
學
の

建
設
並
．
に
其
の
潮
面
を
希
ぶ
吾
等
は
、
外
面
的
正
確
を
装
っ
て
、
物
理
酌
方
向
に
議
論
ん
と
す
る
乙

の
物
理
的
見
地
を
退
け
、
先
づ
欝
ら
乙
の
物
理
愚
心
見
地
を
征
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
余
は
か

、
る
菟
地
か
ら
、
外
的
刺
戟
の
強
度
よ
う
類
推
蘭
に
混
入
し
三
つ
控
威
畳
の
強
度
な
る
概
念
を
．
心

理
學
か
ら
全
然
排
除
し
π
い
の
で
あ
る
。
　
さ
う
し
て
二
言
に
野
人
し
な
い
単
な
る
察
名
を
放
勉

し
て
、
忽
惟
の
混
魁
を
防
禦
し
沁
い
。

四

857

然
ら
ば
戴
特
典
者
に
は
強
度
な
る
限
定
牲
が
あ
う
得
な
い
と
す
る
な
ら
ば
。
鳳
畳
相
互
の
繍
係

　
　
　
感
蔓
澱
級
慶
に
醐
ナ
る
疑
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
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蒼
麟
欝
兜
　
鯵
鰻
†
一
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
至
ハ

或
は
又
写
畳
と
弛
の
意
識
内
容
と
の
駿
馬
に
覧
て
、
張
度
な
る
限
定
性
を
認
む
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ら
5
か
。

　
例
へ
ば
光
畳
辮
鯛
器
の
光
の
比
較
的
光
度
の
尺
度
に
煙
し
て
、
鼓
に
A
。
h
、
c
、
d
e
、
f
、
g
ガ
ゴ
，
な

る
光
の
感
畳
が
あ
ゆ
、
共
の
質
が
内
観
的
に
皆
異
っ
て
居
る
と
す
る
。
そ
う
し
て
A
と
b
、
b
と
e
、

c
と
罷
、
a
と
e
、
e
と
f
：
：
と
直
接
に
相
接
近
せ
る
此
讐
の
威
畳
は
、
相
互
に
實
駿
心
理
學
者
の

云
ぶ
所
謂
。
び
露
影
草
書
9
二
で
あ
ウ
と
す
る
。
　
而
し
て
≧
の
Φ
｝
）
魯
彰
露
里
。
ご
と
は
、
ヴ
ン
ト
の
云
ふ

鑓
⑦
醤
｝
剛
O
｝
憲
蝕
器
α
q
露
油
O
ゆ
急
霞
騨
昌
鷲
貯
衛
§
σ
q
§
（
↓
六
祠
八
頁
）
の
あ
る
度
で
あ
ウ
、
こ
の
　
寓
葭
鷺
蕊
琴
笛
謎
α
Q
影
画
霞

と
は
、
威
畳
鍵
化
（
解
弓
｛
凶
鼠
毎
薦
・
。
闘
匹
魁
霞
謬
σ
Q
｝
の
寓
。
跨
ぎ
｝
齢
Φ
禁
σ
q
養
山
2
国
で
あ
る
。
　
そ
う
す
る
と
細
と
b
、

b
と
。
が
、
①
げ
霧
ぎ
Φ
孫
ま
》
と
い
ふ
意
味
は
．
A
と
b
と
の
差
異
が
b
と
。
と
の
差
異
に
同
一
で
あ

っ
て
、
且
つ
其
差
異
の
度
が
毬
小
で
あ
る
と
考
へ
る
・
と
も
で
き
る
。
　
．
即
ち
こ
の
意
昧
は
、
A
、
b
、
c
は

性
質
的
に
異
っ
た
威
畳
で
は
あ
る
が
、
其
差
異
の
程
度
が
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
ε
に
な
る
。
こ
の
揚

蓋
に
域
畳
の
差
異
の
程
度
の
同
一
で
あ
る
と
云
ム
ε
は
、
賊
畳
を
起
し
π
刺
戟
の
張
度
の
差
異
が

同
一
で
あ
る
と
云
ふ
意
で
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
竜
な
い
。
　
し
か
し
て
か
＼
る
揚
合
に
、
ウ
ェ
ー

ペ
の
叢
則
に
よ
れ
曜
喘
は
あ
る
範
園
で
璽
で
あ
る
蓋
し
羅
の
轄
が
量
；
・
湊
・
｝
・

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
と
、
牌
が
同
一
で
あ
る
ど
は
、
孚
行
現
象
で
は
あ
る
が
、
同
一
現
象
で
は
な
。
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加



　
前
者
は
刺
戟
の
強
度
の
二
品
で
ぬ
う
、
後
者
は
威
畳
相
互
の
二
面
で
あ
る
。
　
而
し
て
余
の
問
題
は

曜
の
問
題
で
は
奮
し
て
．
豊
豊
の
問
題
で
あ
る
．
－

　
　
フ
ェ
ヒ
ネ
・
ル
は
A
な
る
滅
畳
か
ら
な
る
b
威
畳
へ
の
移
行
を
一
の
昏
昏
と
見
倣
し
、
之
を
極
小
．

　
・
差
異
威
畳
（
レ
塑
と
斎
け
、
且
つ
之
を
量
と
考
へ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
眞
に
混
在
と
し
て
存
在
す
る
も

　
の
は
、
A
と
も
と
の
歌
態
の
み
で
あ
る
．
　
ぺ
粥
グ
ジ
ン
の
云
ふ
如
く
．
A
と
b
と
が
歎
で
あ
る
な
ら

　
ば
．
ぴ
ー
ト
の
差
は
明
に
實
在
．
で
あ
る
。
　
け
れ
ど
懲
A
及
び
b
は
異
質
的
覆
る
輩
一
貫
態
で
あ
っ
て

　
歎
で
は
な
い
．
叉
A
と
b
、
と
を
論
理
的
に
思
面
す
る
な
ら
ば
、
A
と
b
と
の
開
係
は
論
理
的
實
在

　
で
あ
る
か
も
知
ら
臓
か
、
之
は
心
理
學
的
二
二
で
は
な
い
。
置
畳
其
者
か
ら
見
る
と
心
理
學
的
に

　
は
、
唯
二
つ
の
軍
一
二
二
の
織
起
の
事
實
あ
る
の
み
で
あ
る
。
之
を
二
つ
の
量
の
差
と
見
る
の
は
、

　
賊
畳
を
起
し
π
二
つ
の
繭
戟
の
量
の
差
か
ら
衆
力
毒
悪
の
葬
心
．
理
學
二
二
羅
で
あ
る
。
　
ベ
ル
グ

　
ソ
ン
は
、
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
の
誤
謬
は
、
縫
起
せ
る
威
畳
S
と
鼠
と
の
§
貯
＄
類
巴
δ
　
の
存
在
を
信
じ
て

　
居
π
識
に
あ
う
と
論
じ
て
居
る
（
㈹
五
〇
頁
）
。
郎
ち
、
二
つ
の
滅
畳
間
の
極
小
差
異
を
強
度
の
旧
位
と

　
見
倣
し
、
其
の
第
一
の
郷
雲
の
強
度
を
葱
と
す
れ
ば
、
第
二
の
域
畳
の
張
度
は
図
＋
レ
匿
、
第
三
端
野
は

　
庖
＋
レ
翻
＋
レ
国
と
な
ム
、
か
く
し
て
す
べ
て
の
醸
畳
ば
、
其
の
下
位
の
威
畳
の
和
で
示
す
こ
と
が
出
來
、

脚
　
二
っ
て
乙
、
に
威
壁
の
強
度
が
段
細
鱗
と
な
ウ
、
藪
量
的
に
思
考
し
得
ら
る
㌔
ど
と
な
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
慈
畳
の
彊
度
に
翻
す
お
疑
磯
　
　
　
　
－
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
蕊
七
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哲
攣
研
究
、
「
纂
醐
十
”
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
八

る
、
け
れ
ど
竜
蝿
の
存
在
も
醐
の
便
の
相
等
し
き
こ
と
業
平
各
威
畳
の
強
度
が
乙
の
歯
の
総
和

に
よ
っ
て
示
し
得
ら
る
＼
こ
と
竜
、
内
観
的
心
理
學
的
に
は
、
禮
験
し
或
は
謹
腸
し
得
ざ
る
厨
で
、
之

は
一
つ
の
任
意
解
る
假
定
に
過
窪
な
い
。
　
乙
の
織
に
於
て
フ
エ
ヒ
ネ
膨
の
威
畳
の
強
度
は
、
へ
〃

バ
〃
ト
の
観
念
の
法
度
と
何
等
異
る
厨
の
な
い
形
而
上
學
男
猫
断
で
あ
ら
う
。

　
ヴ
ン
ト
は
A
か
ら
b
へ
の
鳳
畳
の
墾
化
は
、
も
か
ら
。
へ
の
墾
化
に
等
し
い
と
考
へ
て
居
る
。

乍
併
乙
の
威
畳
の
坪
勘
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
今
外
需
に
於
て
百
琵
に
勤
解
す
る

A
な
る
鳳
畳
が
あ
ウ
と
す
る
。
　
さ
う
し
て
余
に
於
は
之
に
哲
西
の
重
量
を
加
へ
る
と
初
め
て
b

次
る
威
畳
が
生
ず
る
、
　
≧
の
b
の
威
畳
の
あ
る
際
に
、
更
に
四
早
強
の
重
量
を
加
へ
る
と
、
初
め
て

d
な
る
威
魚
影
互
此
の
揚
禽
噛
盛
で
あ
聖
ヴ
ζ
は
ぞ
の
誓
食
ー
ガ

よ
う
G
へ
の
威
畳
の
層
化
が
等
し
い
、
其
の
墾
化
が
書
遠
島
Φ
磨
無
げ
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る

が
．
こ
の
鳳
畳
の
獲
化
と
は
侮
で
あ
ら
う
か
。
　
A
か
ら
h
、
b
か
ら
。
に
威
畳
が
墾
化
し
差
聴
に
、
實

・
際
に
内
観
し
得
る
所
の
者
、
換
言
せ
ば
乙
の
際
の
心
理
學
的
外
在
は
、
A
の
威
畳
と
時
聞
的
に
縫
起

し
て
上
し
き
b
の
七
四
が
現
れ
、
b
の
次
ぎ
に
。
が
現
れ
π
に
過
ぎ
な
い
。
A
が
鍵
化
し
て
，
も
と

な
う
、
b
が
獲
化
し
て
G
と
な
つ
π
と
云
禮
験
は
少
し
竜
な
い
、
A
の
次
ぎ
に
b
、
o
な
る
款
な
る

威
畳
の
生
起
の
縫
起
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
翼
の
實
在
で
あ
る
。
A
が
b
に
墾
化
し
、
b
が
μ
に
帯
化



し
π
と
い
ふ
の
は
、
A
、
b
、
G
の
威
畳
を
外
か
ら
見
π
、
或
は
論
理
的
思
惟
に
よ
っ
て
、
b
は
A
よ
φ
…
漫

化
し
、
c
は
b
よ
う
鍵
化
し
控
と
推
定
し
控
竜
の
で
、
こ
は
心
理
的
弘
長
で
は
な
く
、
論
理
的
思
考
の

産
物
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
考
ふ
る
の
は
、
分
離
的
な
る
實
在
に
系
統
を
輿
へ
ん
と
す
る
便
宜

上
の
外
的
整
理
で
あ
る
。
　
こ
は
、
精
聯
物
理
翌
翌
が
、
刺
戟
の
強
度
の
順
位
に
、
威
畳
の
系
列
を
作
ら

ん
と
す
る
の
と
、
二
野
上
の
外
的
整
理
な
る
織
に
於
て
侮
等
選
ぶ
所
が
な
い
。
故
に
ヅ
ン
ト
の
こ

の
見
解
に
つ
き
て
は
、
己
に
ク
ソ
蒼
ス
な
ど
竜
反
毒
し
て
居
る
（
匂
一
二
頁
）
。

五

861

　
若
し
A
と
1
3
、
b
と
G
が
①
び
窪
二
塁
讐
鼻
で
あ
り
て
、
尋
者
の
闘
係
に
於
て
何
等
か
の
心
理
學
的

實
在
を
有
す
る
竜
の
と
ぜ
ば
、
余
の
内
観
に
よ
れ
ば
そ
は
注
意
の
活
動
で
あ
る
。
　
何
と
な
れ
ば
、
最

小
差
異
賊
畳
の
知
畳
に
於
げ
る
唯
蝸
の
判
然
は
、
刺
戟
の
堅
雪
が
内
観
者
に
あ
る
新
な
る
意
識
膿

駒
（
㊦
貯
霧
昌
麗
翻
Φ
綴
器
・
・
富
実
直
・
・
巴
④
欝
量
を
喚
起
す
る
ど
で
あ
る
。
　
而
し
て
こ
の
薪
な
る
意
識
内
容
は
、

注
意
の
集
注
の
歓
げ
攣
る
蒔
に
は
．
決
し
て
現
碧
し
な
い
。
剃
戟
の
墾
化
の
大
な
る
時
は
、
之
に
よ

っ
て
受
動
的
注
意
が
起
る
得
る
け
れ
ど
竜
、
刺
戟
の
最
小
墾
化
に
勤
鷹
…
す
る
最
小
差
異
鳳
畳
の
知

畳
に
於
て
は
、
注
意
の
極
度
の
緊
張
を
要
し
、
之
な
く
ば
、
到
鷹
最
小
差
異
威
勢
の
知
壁
は
成
立
す
る

　
　
　
　
感
聾
の
強
鹿
駕
翻
す
る
疑
義
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
鷺
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養
攣
醗
究
　
第
闘
率
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
○

こ
と
が
で
き
な
い
。
實
に
注
意
活
動
は
戚
畳
の
識
洌
威
空
芝
化
の
知
畳
或
は
平
な
る
意
識
膿
験

の
現
出
に
慨
し
て
は
、
敏
く
可
ら
ざ
る
竜
の
で
あ
る
。
三
栖
に
コ
ブ
レ
ス
キ
奮
も
、
豊
里
漫
化
の
極

め
て
重
要
な
る
要
素
の
一
と
し
て
、
注
意
の
活
動
を
墨
げ
て
居
る
（
勘
二
践
蟻
差
。

　
影
＋
レ
国
に
慮
ず
る
新
な
る
威
畳
の
生
起
す
る
和
め
に
は
、
こ
の
新
な
る
半
畳
の
想
像
的
印
象
に

向
っ
て
注
意
の
極
度
の
緊
張
を
要
す
る
。
　
こ
の
注
意
の
極
慶
の
緊
張
を
除
く
な
ら
ば
、
ウ
ェ
璽
ペ

ル
の
守
勢
る
嗜
。
・
誓
萎
る
面
的
法
難
直
垂
壊
せ
ら
れ
て
し
書
．
蕪
か
ら

見
る
と
ウ
ェ
『
ベ
ル
の
法
姻
を
、
ヴ
ン
ト
が
統
畳
の
法
剛
と
解
糊
す
る
織
に
大
な
る
興
国
が
あ
る
。

夫
故
に
極
度
の
注
意
を
梯
っ
て
初
あ
て
愚
な
る
威
畳
を
膿
験
し
（
塵
衡
に
よ
る
余
の
先
の
内
観
の

聯
合
）
或
は
こ
個
の
異
る
感
畳
の
質
的
極
小
差
異
を
、
注
▼
意
の
最
緊
張
時
に
於
て
認
識
し
π
時
（
ス
ト

ラ
ッ
㍗
ン
の
歴
畳
の
研
究
劃
）
に
我
等
は
之
を
Φ
び
窪
鑑
曾
聾
。
｝
・
と
い
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
ζ
れ

が
Φ
び
㊤
琴
母
箆
凶
。
財
の
内
槻
的
、
心
理
學
的
内
容
で
あ
る
。
今
は
、
あ
或
は
A
と
b
と
の
英
町
の
差
異

の
認
識
に
つ
い
て
云
つ
禿
の
で
あ
る
が
，
b
と
。
と
の
威
畳
從
っ
て
。
と
d
、
d
と
e
の
威
畳
に
つ

き
て
竜
同
様
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
若
し
A
と
b
、
b
と
。
と
の
差
が
讐
し
い
と
云
は
る
な
ら
ば
、

極
度
の
注
意
を
彿
つ
π
早
堀
と
云
ふ
織
に
重
て
等
し
い
の
で
あ
る
。
　
内
郷
的
に
は
げ
一
跨
の
差
露

と
。
一
ぴ
の
差
y
と
が
同
一
で
あ
る
の
で
は
勿
論
無
い
。
そ
は
認
知
ル
グ
ソ
ン
の
云
ム
如
く
心
的
内
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容
相
互
間
に
は
包
含
者
（
○
自
認
汐
旦
と
被
包
者
h
。
暮
巴
9
繕
）
と
の
關
係
は
許
さ
れ
な
い
。

　
か
く
の
如
く
考
へ
る
と
、
識
劉
の
際
に
伜
ふ
注
意
の
緊
張
の
度
の
同
M
と
云
ふ
織
に
煽
て
、
雨
者
「

の
密
画
が
同
一
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。
か
く
考
へ
れ
ば
A
、
わ
、
c
、
d
。
e
、
f
、
9
、
h
、
i
の
間
に
、
あ
る
同
ら

粗
な
る
竜
の
の
實
在
を
認
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
竜
、
眞
に
其
注
意
の
緊
張
の
度
が
同
一

で
あ
る
と
云
ふ
ε
を
、
心
理
學
的
或
は
内
観
的
に
云
は
う
と
患
ふ
な
ら
ば
、
仁
者
の
注
意
の
緊
張
の

度
が
其
の
極
で
あ
っ
鼻
熊
實
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
爾
者
の
注
意
の
緊
張
の
度
の
威
じ
共

の
者
の
比
較
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
着
し
之
に
基
か
ず
し
て
、
先
に
述
べ
だ
個
々
の
話
合
に
於
け

る
、
同
一
の
注
意
の
緊
張
と
云
ふ
事
實
か
ら
、
出
嚇
し
、
之
に
推
定
．
を
加
へ
る
と
、
A
と
e
と
の
携
刎
に

要
す
る
注
意
緊
張
の
度
は
A
と
b
の
辮
別
に
要
す
る
注
意
の
程
度
の
四
分
の
一
で
よ
い
と
云
ひ

得
る
の
で
あ
る
。
　
け
れ
ど
竜
心
的
内
容
に
四
分
の
一
と
云
ふ
量
ぱ
、
到
底
適
用
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
。
　
心
的
内
容
は
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ビ
の
云
ふ
知
く
、
箪
へ
上
げ
る
こ
と
は
掲
回
る
が
．
之
に
．

干
れ
以
上
進
ん
だ
計
算
を
施
し
て
、
新
し
き
竜
の
を
作
う
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
之
を
行
ふ

な
ら
ば
、
こ
は
論
理
的
に
は
銀
白
で
あ
っ
て
竜
、
心
理
學
醜
に
は
誤
謬
で
あ
る
。

　
内
観
的
帥
ち
心
理
心
的
に
は
、
A
と
e
と
の
識
刎
に
要
す
る
注
意
の
度
は
、
A
と
b
と
の
識
捌
に

要
す
る
注
意
の
度
よ
う
竜
異
る
。
　
そ
し
て
、
A
と
b
と
の
識
朋
に
要
す
る
注
意
の
度
が
x
の
方
向

　
　
　
　
感
鷹
の
強
変
に
・
翻
す
る
疑
義
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴻
一
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哲
壌
研
鍍
　
　
鑛
履
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
二

に
向
っ
て
居
る
と
せ
ば
，
A
と
b
と
の
識
別
に
要
す
る
注
意
の
度
は
x
の
反
封
の
方
向
y
に
向
っ

て
居
る
と
云
ひ
得
る
。
　
こ
れ
は
鱗
毛
的
實
在
を
言
語
で
翻
位
し
カ
の
で
あ
る
。
　
こ
の
x
の
方
向

を
強
い
、
と
云
は
畷
、
y
の
方
向
は
屡
い
と
椴
に
名
け
得
る
。
　
そ
し
て
A
と
⑧
の
識
別
に
要
す
る
注

意
の
度
は
、
A
と
b
と
の
識
別
の
注
意
の
度
よ
り
も
賜
い
と
云
ひ
得
る
。
そ
し
て
競
に
注
意
の
度

が
強
い
或
は
弱
い
と
云
ふ
の
は
、
内
飾
的
に
は
注
意
活
動
の
度
の
重
な
る
を
指
示
し
た
語
で
あ
る
。

乙
の
注
意
活
動
の
度
は
、
外
界
の
刺
戟
の
強
度
の
癩
き
竜
の
で
は
な
く
て
、
心
入
の
内
に
あ
る
深
き

意
識
的
活
動
の
差
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
意
識
的
活
動
の
差
は
、
客
観
的
に
測
定
し
得
る
刺
戟
の

細
螺
は
大
さ
で
は
到
底
決
定
す
る
こ
と
が
出
由
な
い
。
寧
ろ
乙
の
内
に
あ
る
深
き
意
識
的
活
動

の
知
畳
の
差
に
よ
っ
て
、
認
め
ら
る
、
所
の
も
の
で
あ
る
。
外
界
に
於
け
る
脇
息
の
刺
戟
竜
、
意
識

内
容
と
な
っ
て
現
は
る
、
時
に
は
、
注
意
の
緊
張
の
度
に
鷹
じ
て
、
著
し
く
墾
化
せ
ら
れ
心
理
學
的

に
は
、
滅
畳
叉
は
．
観
念
の
質
の
相
遠
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。

　
然
る
に
叉
他
方
で
は
、
こ
の
意
識
的
活
動
の
度
が
同
一
で
あ
る
揚
合
に
は
、
外
界
刺
戟
の
歎
叉
は

大
さ
に
よ
つ
て
、
意
識
内
容
が
異
っ
て
疑
る
。
た
と
へ
ば
振
動
歎
が
同
一
で
、
そ
の
振
幅
に
大
小
あ

る
．
縛
は
．
大
な
る
振
幅
を
有
す
る
も
の
は
小
な
る
振
鵬
を
有
す
る
も
の
よ
ウ
、
普
逓
の
語
で
強
き
威

蝿
と
云
は
れ
て
居
る
様
な
域
畳
が
生
ず
る
。
か
、
る
事
賓
が
あ
る
か
ら
、
人
は
意
識
内
容
其
者
の
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差
を
客
観
的
刺
戟
の
差
肥
は
大
農
分
子
の
三
豊
の
量
的
差
異
に
て
詮
明
せ
ん
と
し
、
蝕
に
唯
物
的

心
理
學
、
從
っ
て
機
械
學
的
心
理
學
説
が
生
ず
る
。
　
け
れ
ど
竜
之
の
空
論
の
猫
臨
的
な
る
こ
と
ば
、

深
く
論
ず
る
こ
と
を
要
せ
な
い
程
明
か
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
虫
観
的
に
注
意
の
緊
張
の
度
を

同
一
に
し
て
置
く
竜
、
外
的
刺
戟
の
強
度
に
貢
じ
で
、
無
意
的
注
意
の
興
進
せ
ら
る
、
こ
と
が
あ
る
．

そ
し
て
吾
人
は
こ
の
無
意
的
注
意
の
興
…
進
の
度
を
知
罰
す
る
。
　
夫
故
に
我
等
は
戴
壁
の
強
度
を

か
、
る
方
面
か
ら
研
究
し
や
う
と
企
て
て
は
な
ら
な
い
。
志
し
ベ
ア
グ
ソ
ン
も
云
ふ
檬
に
（
勾
六
亘

外
的
刺
戟
が
威
畳
の
評
債
の
際
、
何
等
か
の
關
係
は
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
懲
野
路
の
識
別
の
際
に
働
く
注
意
の
活
動
其
者
の
如
嚢
も
の
は
、
外
的
刺
戟
と
は
全
然

猫
立
な
内
面
の
深
き
活
動
で
　
砿
Φ
Φ
幽
あ
滋
鷺
。
δ
馨
な
も
の
で
あ
る
。
　
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
外
的
要
素
の
含

ま
れ
な
い
輩
麗
な
る
意
識
妖
雲
、
例
へ
ば
深
い
喜
び
、
謹
み
、
品
濃
的
威
情
、
審
美
的
鳳
傍
等
を
墨
げ
、
こ

れ
が
純
粋
の
強
度
曾
”
汐
挫
Φ
豊
凶
叡
弓
鎚
Φ
）
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
（
六
発
案
）
が
、
こ
れ
等
の
意
識
状
態
に
共

題
な
る
内
面
の
深
き
活
動
は
、
余
の
内
観
に
よ
れ
は
、
余
の
先
に
述
べ
π
注
意
の
緊
張
の
際
の
活
動

と
同
一
の
竜
の
で
あ
る
檬
に
恩
は
れ
る
。
　
叉
ヴ
ン
ト
が
陽
署
ぽ
ω
o
冨
Φ
み
霧
Φ
と
し
て
、
平
話
の
強
度

の
外
に
畳
畳
の
明
噺
度
篇
霧
血
塗
昏
乱
諺
σ
9
影
鎌
。
諭
哩
蝕
。
ω
魯
貯
旨
負
零
φ
g
穿
醗
g
茜
甥
鱒
畠
ぎ
】
奪
h
嘗
鼻
Φ
）

（8

｣
嵩
九
一
詑
圏
蕊
翼
を
認
め
て
居
る
が
、
余
は
こ
の
明
二
度
を
生
じ
π
る
心
的
活
動
を
翼
の
純
樺
強
凌

　
　
　
　
縷
鷹
の
強
獲
κ
翻
す
畜
、
疑
輪
義
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
麟
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哲
羅
．
鶴
究
　

繁
鐵
．
十
榊
號
　
　
　
　

㌃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥
閥

と
患
ふ
竜
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
初
あ
て
、
同
質
な
る
も
の
の
申
に
差
異
が
現
れ
、
ヴ
ン
》

の
云
ふ
憲
器
H
客
Φ
琶
慈
ξ
艮
Φ
弓
魯
ぼ
亀
。
が
直
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
純
真
強
度
の
差
異
は
．

意
識
の
深
奥
又
は
意
識
の
申
・
8
9
に
於
て
の
み
直
観
せ
ら
る
＼
現
象
で
あ
る
。
　
從
っ
て
純
粋
強
度

な
る
限
定
挫
は
、
意
志
活
動
に
適
す
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
感
喜
叉
は
感
情
に
厩
す
る
竜
の
で
は
な
い

と
余
は
考
へ
る
。
然
る
に
ヴ
ン
ト
は
強
度
な
る
限
定
性
は
奥
尻
、
威
情
に
厩
す
る
竜
の
と
考
へ
、
べ

μ
グ
ソ
ン
は
威
畳
か
ら
こ
の
限
定
性
を
奪
っ
て
、
深
き
威
情
活
動
に
許
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
余

は
戴
畳
よ
う
強
度
を
排
除
す
る
瓢
に
於
て
は
、
べ
川
グ
ソ
ン
に
賛
同
し
、
慕
情
に
純
平
張
度
を
許
容

す
る
識
に
於
て
．
べ
〃
グ
ソ
ン
に
街
満
足
を
威
じ
得
ざ
る
竜
の
で
あ
る
。
　
余
は
こ
の
瓢
に
於
て
ゲ

ン
ト
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
反
縛
し
、
純
粋
な
る
強
度
の
限
定
性
を
意
志
活
動
申
に
直
観
せ
ん
と
欲

す
る
竜
の
で
あ
る
。

　
常
識
に
於
て
は
、
人
は
強
度
な
る
限
定
…
性
を
浴
槽
及
び
薄
情
に
許
容
し
、
痛
み
が
賜
い
、
楡
快
の
度

が
張
い
、
欲
望
が
高
ま
つ
カ
な
ど
と
云
っ
て
居
る
が
、
面
し
痛
み
の
威
畳
、
楡
快
、
欲
望
の
現
は
る
＼
蒔

に
は
必
ず
其
の
豫
件
叉
は
根
繊
と
し
て
意
志
活
動
が
あ
る
。
　
そ
し
て
乙
の
痛
み
、
楡
快
、
欲
望
の
程

度
を
評
便
す
る
疇
に
は
、
必
ず
之
を
こ
の
根
概
た
る
意
志
活
動
、
申
心
的
自
我
に
醐
係
せ
し
あ
、
或
は

意
志
活
動
に
於
て
評
便
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
我
等
は
天
才
の
名
叢
を
見
て
、
深
き
心
の
喜
び
を



　
威
ず
る
。
　
こ
の
深
き
心
の
喜
び
は
、
純
な
る
内
容
な
き
活
動
で
あ
る
。
　
こ
の
純
な
る
活
動
そ
れ
に

　
深
き
喜
び
が
宿
っ
て
居
る
。
　
か
の
名
霊
を
見
だ
蒋
の
、
心
の
奥
底
に
威
ぜ
ら
る
、
深
き
軍
一
な
活

　
動
を
離
れ
て
、
他
に
深
き
喜
び
は
余
に
は
春
在
し
な
い
。
　
そ
し
て
こ
の
盲
動
は
威
逼
で
竜
威
情
で

　
も
な
く
、
純
粋
意
志
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
　
ヴ
ン
も
は
意
志
、
戚
情
。
観
念
を
塞
問
的
に
表
現
し
て
、
意

　
志
は
本
丸
で
，
其
の
登
園
の
第
輔
愚
心
が
威
情
で
、
更
に
其
の
外
廓
を
構
成
し
て
居
る
竜
の
が
外
部

　
的
自
験
期
ち
観
念
で
あ
る
（
幻
闘
五
一
四
六
亘
と
云
っ
て
居
る
が
、
こ
の
深
き
心
の
喜
び
な
る
軍
一
活
動

　
は
、
意
識
の
本
丸
で
起
つ
だ
現
象
で
あ
る
。
　
而
し
て
之
は
深
き
内
観
に
訴
へ
て
實
謹
す
る
よ
り
以

　
外
に
、
客
掘
的
の
謹
陽
法
の
許
さ
れ
得
な
い
竜
の
で
あ
る
。
然
る
に
吾
人
は
普
通
こ
の
純
粋
な
る

　
活
動
に
基
き
て
意
識
内
容
の
評
債
を
煙
し
な
が
ら
も
、
純
粋
な
る
活
動
挫
曲
者
に
氣
が
っ
か
な
い
か

　
ら
、
之
を
其
の
周
園
に
あ
る
保
璽
や
、
外
廓
に
蹄
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
叉
内
案
的
に

　
竜
威
畳
や
、
威
情
が
強
度
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
だ
の
で
あ
ら
う
。
多
く
の
内
観
的
心
理
學
者
が
、

　
・
鳳
畳
に
強
度
を
認
め
て
居
る
の
は
、
か
、
る
認
識
過
程
に
依
っ
て
居
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
・

　
し
て
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
威
酸
に
純
騨
強
度
あ
う
と
云
ふ
の
竜
、
か
＼
る
考
へ
方
で
は
あ
る
旨
い
か
。

　
氏
は
こ
の
黙
を
委
は
し
く
記
述
し
て
居
ら
な
い
。
　
兎
曲
角
純
糎
の
活
動
は
、
内
容
が
無
い
か
ら
特
．

鰯
　
色
が
少
な
い
。
　
穿
っ
て
叉
之
に
注
意
し
難
～
、
多
く
の
槻
察
者
か
ら
閑
過
せ
ら
れ
易
い
。
　
ピ
ル
ス

　
　
　
　
　
懸
箆
の
強
震
に
蘭
す
る
疑
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

饅
眠
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困
六

プ
ソ
｝
は
芝
垣
に
態
度
を
認
あ
て
は
居
る
が
、
其
の
特
質
を
明
に
定
義
し
て
は
居
な
い
四
け
れ
ど

興
味
あ
る
こ
と
に
は
、
半
畳
の
強
度
は
眞
の
内
容
を
持
絵
な
い
、
而
し
て
正
確
に
記
憶
し
難
い
（
囲
纂
曾

諺
隷
塁
薄
く
⑦
窓
さ
巳
（
貯
己
。
お
霧
銘
O
蒙
”
琶
急
O
§
ぎ
び
び
O
お
諺
Φ
影
ぴ
Φ
憂
欝
暮
露
艶
◎
O
霧
暮
屠
●
メ
勤
一
δ
九
頁
）
と
蓮
べ
て

居
る
。
氏
の
乙
の
噺
定
に
指
示
し
て
居
る
所
の
竜
の
は
、
表
面
的
に
は
、
域
畳
の
強
度
と
云
っ
て
居

る
け
れ
ど
、
翼
に
捉
へ
て
居
る
と
こ
ろ
は
、
余
の
云
ふ
内
容
な
き
活
動
其
者
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。　

か
く
の
如
く
考
へ
て
、
余
は
意
識
嚇
内
容
に
若
し
強
度
の
概
念
が
許
さ
る
、
な
ら
ば
、
注
意
の
活
動

の
純
な
る
所
に
出
て
の
み
認
め
得
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
て
居
る
。
　
鋤
象
を
離
れ
だ
純

粋
注
意
の
活
動
を
、
具
膣
的
経
験
か
ら
鷺
洲
の
上
で
抽
象
し
て
湾
へ
て
見
る
と
、
以
れ
は
内
容
な
き

純
猿
る
活
動
で
あ
る
。
　
こ
の
純
な
る
活
動
其
者
に
嘗
て
は
、
質
的
野
宮
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
質
的
に
云
ぷ
だ
ら
ば
同
一
質
の
雪
嶺
の
蓮
績
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
同
質
的
趣
績
に
は
鍵

化
が
あ
る
。
各
瞬
問
に
於
て
共
の
活
動
の
あ
る
差
異
を
膣
験
す
る
。
　
こ
の
墾
化
，
こ
の
差
異
ζ
そ

は
、
心
的
張
度
孜
る
概
念
に
最
竜
平
心
な
る
内
容
で
あ
る
。
　
余
は
意
識
の
強
度
の
本
質
を
、
こ
の
境

に
認
め
た
い
。
而
し
て
他
の
一
切
の
強
度
は
不
純
な
る
強
度
と
し
て
純
輝
心
理
學
か
ら
は
排
除

し
泥
い
。
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余
は
か
く
考
へ
て
、
ウ
ォ
ー
ド
の
最
近
の
薯
作
製
見
る
と
、
畠
①
貯
富
器
芽
。
ぴ
鷲
塁
Φ
暮
蟄
。
に
の
決
定

要
素
と
し
て
、
外
的
刺
戟
の
外
に
注
意
の
集
注
の
度
を
蜘
へ
、
む
し
ろ
後
者
を
一
暦
垂
要
観
し
て
居

る
（
的
＝
八
一
二
九
頁
）
の
を
見
て
蝿
叩
、
に
滅
じ
カ
。
氏
は
注
意
の
集
注
の
度
を
．
観
念
の
強
度
の
重
要

な
要
素
と
考
へ
て
は
居
る
け
れ
ど
も
、
矢
張
強
度
を
観
念
に
熟
す
る
限
定
甦
と
考
へ
て
居
る
の
は
、

男
狂
の
多
く
の
學
者
の
見
解
と
同
一
で
あ
っ
て
、
余
の
見
解
と
は
全
然
異
っ
て
居
る
。
け
れ
ど
竜
、

注
意
を
、
張
度
の
有
力
な
る
要
素
と
な
し
π
る
織
に
於
て
、
余
と
接
近
し
て
居
る
。

　
ジ
ッ
ブ
ス
は
意
識
の
強
度
と
は
、
意
識
内
容
が
、
ぎ
穿
・
。
皿
§
σ
Q
駅
ゆ
讐
σ
q
ざ
客
に
慰
す
る
N
β
彰
客
§
㈹
の
程

度
で
あ
る
と
澹
へ
て
居
る
。
　
ζ
の
強
度
は
自
切
簿
巴
》
錠
①
喩
胃
ぴ
蓋
＄
σ
①
溝
鼠
訟
審
Φ
碧
で
あ
っ
て
、
吾
人
に

よ
っ
て
直
緩
に
膿
験
ぜ
ら
る
＼
竜
の
で
あ
る
と
（
㈹
二
三
四
二
型
っ
て
居
る
が
、
ζ
は
余
の
云
ふ
内
容
な

き
活
動
の
純
牌
強
度
を
、
滅
畳
叉
は
観
念
の
方
向
、
從
っ
て
よ
ム
事
蹟
的
方
向
か
ら
内
槻
し
た
竜
の

と
解
す
る
な
ら
ば
、
余
の
見
解
は
ソ
ッ
ブ
ス
の
説
と
調
和
し
得
る
様
に
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
意
識

内
容
の
把
捉
活
動
に
勤
す
る
麟
に
諺
客
弩
σ
登
は
、
必
ず
把
持
活
動
其
藩
に
予
て
起
ゑ
、
典
結
果
把
捉
活
動

が
墾
化
す
る
。
其
の
把
捉
活
動
の
愛
野
を
意
識
内
容
に
投
出
し
て
見
る
と
．
そ
れ
が
そ
の
内
容
の

強
度
と
思
は
、
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
把
捉
活
動
と
は
一
種
の
意
志
活
、
動
で
あ
る
。
　
夫
故
に
意

志
活
動
無
く
し
て
は
、
到
底
強
度
次
る
国
華
は
場
立
す
る
竃
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
醸
M
穂
拗
の
㎜
職
静
桝
に
翻
・
ア
る
燃
晒
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
灘
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西
醗
博
十
…
は
昨
ノ
年
山
山
曽
月
の
鞭
湯
平
・
研
究
に
於
で
｝
「
鳳
陣
地
」
に
つ
帆
さ
て
の
深
帆
さ
考
冷
察
を
駿
盤
衣
せ
ら
れ
。
我

等
を
一
層
深
き
方
向
に
啓
磯
指
導
し
て
下
さ
つ
π
が
、
其
由
ト
に
、
博
士
は
．
意
識
の
。
強
度
と
は
、
畠
。
・
｝
賢

お
①
送
9
器
の
カ
を
現
は
す
も
の
で
あ
る
。
意
識
現
象
に
於
て
は
性
質
即
ち
鰭
骨
で
あ
る
、
性
質
と
は

経
験
内
容
が
軍
に
其
物
と
し
て
静
的
に
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
、
強
・
度
と
は
そ
の
動
的
釈
態
で
あ
る
。

：
・
：
・
戴
畳
の
強
度
と
は
意
識
内
容
の
力
で
あ
る
。
：
・
：
・
感
畳
の
張
度
と
い
ふ
の
は
、
種
々
な
る
性

質
的
蝸
般
者
の
嚇
織
π
る
自
我
に
封
ず
る
N
毎
荒
胆
§
σ
奇
で
あ
る
、
性
質
的
統
叫
が
更
に
野
鼠
つ
大
な

る
自
我
の
統
一
の
一
部
分
と
獲
つ
た
疇
、
戚
畳
は
強
度
を
有
す
る
の
で
あ
る
（
働
六
八
七
一
六
九
二
頁
）
と
述

べ
ら
れ
て
、
熱
闘
の
強
度
を
純
粋
主
観
の
方
面
か
ら
は
、
之
を
カ
と
見
倣
さ
れ
、
客
観
的
方
面
か
ら
は
、

ヲ
ッ
プ
ス
と
等
し
く
意
識
内
容
の
一
般
者
に
勢
す
る
凶
屡
ヨ
財
嚢
α
Q
　
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
う

し
て
何
れ
の
方
面
か
ら
見
る
竜
、
意
識
の
深
奥
の
活
動
に
關
署
し
て
、
初
め
て
強
度
な
る
特
徴
り
生

ず
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
我
等
に
敏
示
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
シ
ュ
ン
ス
テ
川
べ
川
と
は
、
威
畳
の
四
度
に
罪
す
る
興
味
あ
る
一
新
説
を
有
し
て
居
る
け
れ
ど

も
、
氏
の
見
解
は
未
だ
強
度
の
翼
實
を
捉
ふ
る
能
は
ず
、
其
の
嵩
置
現
象
を
高
潮
し
て
之
を
翼
實
在

と
誤
解
し
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
、
氏
の
見
解
も
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
等
と
等
し
く
、
威
畳
は
蜀
母
。
σ
q
色
Φ
尉
？

門
口
。
。
落
剛
髪
舌
早
8
で
あ
っ
て
、
互
に
比
較
す
る
乙
と
の
で
き
な
い
竜
の
で
あ
る
（
鋤
五
六
頁
）
。
け
れ
ど
竜



こ
の
威
麗
か
現
は
る
＼
と
同
時
に
、
反
射
的
に
躍
器
犀
Φ
凱
旋
量
轟
曾
が
現
れ
、
之
に
封
即
し
て
、
ω
鵠
犀
霞
・

σ
⇔
・
・
⑳
露
冨
巳
霞
α
q
が
生
ず
る
。
　
こ
の
緊
張
威
烈
は
其
の
性
質
が
同
一
で
あ
っ
て
、
強
度
が
憂
化
し
得
る
。

故
に
吾
入
は
こ
の
戚
畳
に
導
い
て
、
威
豊
の
比
較
か
可
能
と
な
ウ
、
從
っ
て
之
を
含
有
す
る
他
の
異

質
的
威
畳
の
間
接
の
比
較
測
定
が
可
能
と
な
る
と
論
じ
て
居
る
（
鋤
五
六
頁
）
。
さ
れ
ど
も
、
筋
肉
緊
張

の
威
畳
は
氏
の
い
ふ
如
く
、
果
し
て
質
的
に
同
一
で
あ
ら
う
か
。
若
し
叉
こ
の
緊
張
威
畳
の
性
質

は
眞
に
同
一
で
あ
釦
と
す
る
竜
、
こ
れ
が
域
畳
の
張
度
の
本
質
で
あ
ら
5
か
。
余
は
此
の
鋤
に
疑

を
抱
い
て
居
る
。

　
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ビ
の
云
ふ
こ
の
筋
肉
の
緊
張
は
、
注
意
の
活
動
に
俘
ふ
必
然
現
象
で
あ
る
。

さ
う
し
て
飛
竜
叉
注
意
の
活
動
の
緊
張
妨
害
を
暫
く
る
時
は
、
威
畳
黒
化
の
識
別
、
叉
は
其
の
墾
化

の
方
向
の
識
劉
の
障
害
せ
ら
る
＼
乙
と
を
認
め
て
、
そ
の
原
因
を
緊
張
鳳
畳
の
強
度
の
不
足
に
蹄

し
て
居
る
（
剛
旺
○
一
璽
頁
）
。
　
帥
ち
氏
竜
注
意
の
作
用
を
、
強
度
の
知
壁
に
深
き
關
係
あ
る
竜
の
と
認

め
て
居
る
。
　
こ
の
顯
に
於
て
余
の
強
度
の
考
察
と
同
一
方
向
に
あ
る
。
　
け
れ
ど
氏
は
こ
の
注
意

の
活
動
に
俘
ム
筋
肉
の
緊
張
五
平
を
高
潮
す
る
織
に
於
て
、
余
と
趣
き
を
異
に
し
て
屠
る
。
　
帥
ち

氏
は
注
意
の
末
稽
的
方
面
を
、
而
し
て
余
は
其
の
申
心
的
方
面
を
重
要
親
す
る
。

＄Vl

愚
羅
の
籔
凌
に
關
す
る
疑
義

鱗
力
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余
は
純
内
観
的
分
析
的
立
脚
地
よ
ウ
、
心
理
學
に
於
け
る
強
度
の
限
定
性
を
鳳
畳
及
び
威
惰
の

厩
性
よ
う
奪
ひ
去
ウ
、
之
を
注
意
の
活
動
、
從
っ
て
意
志
活
動
賦
鵬
す
る
限
定
性
と
し
だ
。
翼
に
心

理
學
的
な
る
強
度
は
、
内
容
な
き
活
動
其
者
の
内
に
の
み
初
め
て
認
め
得
る
實
在
と
思
ふ
の
で
あ

る
。
　
然
ら
ざ
れ
ば
、
同
一
心
に
於
て
は
到
底
差
異
が
成
立
し
得
な
い
。
　
今
こ
．
の
純
内
観
的
分
析
的

立
脚
地
を
去
づ
、
意
識
内
容
の
総
合
的
見
解
に
興
じ
、
乙
の
異
質
的
な
る
意
識
内
容
、
從
っ
て
何
等
の

結
合
、
系
統
、
組
織
を
有
せ
ざ
る
支
離
滅
裂
π
る
意
識
内
容
に
、
聯
絡
を
奥
へ
、
秩
序
を
定
め
、
組
織
を
作

φ
、
統
一
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
何
等
か
の
手
段
を
必
要
と
す
る
。
　
か
＼
る
揚
合
に
干
て
は
、
威
畳
を

生
起
せ
し
め
虎
る
野
戦
の
強
度
に
基
き
て
、
威
畳
を
一
定
の
系
列
に
定
位
せ
し
め
、
分
離
せ
る
威
畳

に
統
帰
を
與
へ
る
ζ
と
菟
で
き
る
。
さ
5
し
て
刺
戟
の
強
度
に
乗
じ
て
配
列
せ
ら
れ
た
る
威
畳

を
、
戴
畳
の
強
度
の
差
に
墓
く
系
列
と
假
ウ
に
呼
ぶ
こ
と
竜
幽
罵
る
。
　
か
、
る
意
味
に
於
て
威
畳

の
強
度
な
る
概
念
を
保
存
す
る
こ
と
竜
、
意
識
内
容
統
一
の
一
手
段
と
し
て
は
、
必
要
な
乙
と
で
あ

る
か
込
知
れ
な
い
。
　
憂
し
こ
の
際
に
於
け
る
威
畳
の
強
度
と
は
、
与
野
其
者
の
内
観
的
性
質
を
現

は
し
尤
竜
の
で
は
な
く
、
全
く
外
面
的
便
宜
上
の
概
念
と
弾
め
よ
く
理
歯
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
諏
。
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然
ら
ぎ
れ
ば
、
前
に
並
べ
π
翼
の
意
識
の
強
度
と
混
同
を
家
す
の
憂
ひ
が
あ
る
、

　
或
は
叉
前
に
述
べ
疫
る
A
、
b
、
c
、
d
、
e
、
f
、
9
、
1
1
f
、
の
知
き
最
小
差
異
威
霊
の
相
互
問
に
含
ま
る

る
興
の
敷
を
手
段
と
し
て
、
跨
く
σ
〈
◎
〈
融
く
①
〈
臨
く
σ
q
〈
ゴ
〈
幽
の
如
く
に
、
戯
畳
に
系
列
を
與
へ
る
こ
と

竜
で
き
る
。
　
而
し
て
か
く
の
如
き
系
列
を
假
垂
に
便
宜
上
か
ら
、
威
霊
の
強
度
な
る
概
念
に
て
現

は
す
こ
と
竜
で
き
る
。
　
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
の
假
定
を
捨
て
㌧
、
フ
ェ
ヒ
ネ
〃
と
同
一
の
威
畳
の
張
度
な

る
概
念
を
作
ら
ん
と
せ
ば
、
こ
の
方
法
が
掻
込
容
易
で
あ
る
。
故
に
ζ
の
孚
ば
内
観
的
孚
ば
客
観

的
意
昧
に
於
て
、
威
麗
の
強
度
な
る
概
念
を
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
る
．

　
或
は
又
假
ウ
に
各
威
畳
に
…
封
鷹
せ
る
注
意
の
緊
張
の
程
度
に
於
て
、
意
識
内
容
を
系
列
化
す
る

こ
と
竜
出
逼
る
，
　
こ
は
全
く
内
観
酌
整
理
法
な
れ
ど
竜
、
意
識
内
容
其
者
の
本
質
に
亡
い
差
統
一

で
な
い
か
ら
、
こ
の
黙
に
於
て
矢
張
一
種
の
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
竜
か
く
し
て
統
一

し
π
る
竜
の
を
、
意
識
の
強
度
に
よ
る
配
列
と
云
ふ
名
稻
を
使
っ
て
も
構
は
な
い
。

　
か
く
の
如
き
意
識
内
容
統
一
の
便
宜
上
の
意
義
か
ら
．
強
度
の
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
研
究

者
の
膚
由
で
あ
る
。
　
け
れ
ど
竜
そ
れ
で
は
翼
の
心
理
學
酌
意
義
の
も
の
と
混
同
を
試
す
の
憂
ひ

が
あ
る
。
　
過
去
の
精
淋
物
理
學
者
、
並
に
生
理
學
者
は
、
こ
の
混
同
を
純
紳
心
理
學
に
導
き
入
れ
、
そ

し
瓢
北
界
に
無
用
の
混
観
を
起
し
π
。
故
に
余
は
強
度
な
る
概
念
は
意
海
活
「
動
に
の
み
特
有
な

　
　
　
　
慰
錐
の
強
鷹
に
醐
す
る
羅
義
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
識
　
．
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